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１．はじめに
　本稿は、ベトナム社会科学アカデミーの社会科学情報研究所（Institute of Social 






































　2017年11月16日、 ベ ト ナ ム 国 家 大 学 ホ ー チ ミ ン 市 校 に お い て、 国 際 会 議








　筆者の報告は、パネル 1 で、午前中の 2 番目の報告であった。チェアマンは
Nguyễn Hữu Hiếu、Nguyễn Hữu Mùi、朱銳泉の 3 名であった。Nguyễn Hữu Hiếu、
Nguyễn Hữu Mùi の両氏はベトナム人で朱銳泉氏は中国人である。特にパネルに
タイトルは付けられていなかったが、筆者の見たところ、朱銳泉氏の「中国古典家
庭小説『林蘭香』と『謝氏南征記』の倫理叙事比較」という中国と韓国の伝奇小説




















／異国御朱印帳」と NBC9300「安南記／安南来状」の 2 点を紹介した。この 2 点













いたパネルでは、残念ながら報告時間が長引いたため、最後に Ðoàn Lê Giang 氏
によって、それぞれの報告者へコメントをするのみで終了した。Ðoàn Lê Giang 氏













































　ハノイの漢喃研究院に徐元漠が記したとされる書が 2 点ある。一つは A.3205の
『越南音金雲翹歌曲訳成漢字古詩七言律』で、もう一つは A.3208の『徐元漠詩集』
である。どちらも未見だが、『越南漢喃文献目録提要』によると、『越南音金雲翹歌































（ 1 ）報告内容は SANO Aiko「Báo cáo điều tra tư liệu Viện Viễn Ðông Bác cổ Pháp tại Viện 
Thông tin KHXH, Viện Hàn lâm KHXH Việt Nam 　Chủ yếu là tư liệu về giao lưu Nhật 
Việt」（Ðoàn Lê Giang, Nguyễn Công Lý, Lê Quang Trường chủ biên （2017） VIỆT NAM - 
GIAO LƯU VĂN HOÁ TƯ TƯỞNG PHƯƠNG ÐÔNG, NXB. Ðại học Quốc gia TP. Hồ Chí 
Minh）（佐野愛子「ベトナム社会科学アカデミー・旧フランス極東学院蔵資料の調査につ









（ 3 ）Quyên 氏は筆者ら調査団の事前の打ち合わせや、現地での通訳、調整を行う日本語日本
文学の研究者でもある。
（ 4 ）Nguyễn Dương Ðỗ Quyên「Tiến triển trong hợp tác nghiên cứu và điều tra tư liệu Viện 
Viễn Ðông Bác cổ Pháp tại Viện Thông tin KHXH, Viện Hàn lâm KHXH Việt Nam」， 
Thông tin Khoa học xã hôi, số 11. 2016
（ 5 ）ベトナム語タイトルは注（ 1 ）を参照。
（ 6 ）尹大栄「1930-40年代の金永鍵とベトナム研究」（『東南アジア研究』48巻 3 号、2010年12
（20）
日越交流に関わる資料を中心に
月）を参考にした。
（ 7 ）報告時間の関係で、会議では割愛することになったが、金永健の名刺が見つかった『朝鮮
史』巻 1（NBC7394）、また金永鍵への寄贈署名が入った『泰ビルマ印度』（NBC4315）や朝
鮮時代の王室系図を示した『璿源譜略』（NBC9563）を紹介する予定だった。
（ 8 ）本資料に関しては、佐野愛子「ベトナム社会科学院所蔵の「異国渡海御朱印帳」、「異国近
年御書草案」、「異国御朱印帳」および「安南記」、「安南来状」について」（『リテラシー史研
究』10号、2017年）で紹介した。
（ 9 ）正確な大きさ、丁数に関しては、次回の調査で確認したい。
（10）原文には、漢字にルビが振ってあるが省略した。
（（（）潘佩珠著、長岡新次郎、川本邦衛編（（（（（）『ヴェトナム亡国史他』平凡社
（さの・あいこ／明治大学大学院）
